
地域課題解決に取り組む高校生サミット～兵庫から日本を考える～実施要項 

（第１６回瀬戸内海の環境を考える高校生フォーラム） 
[令和８年度 SSH交流会支援事業] 

高等学校向け実施要項 

１ 目的  

平成 23 年度から、瀬戸内海（または広く海や水環境）をフィールドとして研究している高

校生の情報交換の場として「高校生フォーラム」、平成 30 年度からはそれを発展させた「高

校生サミット」を開き、参加者が互いの研究を理解し、刺激し高め合い、共有し合うことで人

材育成の成果を得てきました。 

これまでの SSH 科学技術人材育成重点枠の研究指定の取り組みを発展させて、令和３年度

からの重点枠指定事業として、令和８年度は SSH 交流会事業として、「地域課題解決に取り組

む高校生サミット～兵庫から日本を考える～（瀬戸内海の環境を考える高校生フォーラム）」

を開催します。兵庫県は、南を瀬戸内海、北は日本海に面する県であり、内陸は森林、里山、

都市部と様々な自然環境が存在する日本の縮図を表しています。これまでの瀬戸内海の環境

等の地域課題に加えて、内陸の様々な環境等も考える、海、森、川のつながりを考えた様々な

地域課題の取組について発表や情報交換を行い、地域課題について議論し、さらに深めた内容に

ついて発表を行います。 

地域課題解決に向けて取り組む高校生の情報共有の場として、生徒実行委員会校の企画運

営により「高校生サミット」を開催します。対面型と併せてオンライン参加も導入するなど新

たな広域連携の工夫も行います。参加者同士が新たに刺激し合い、今後の研究の発展へつな

がる科学技術人材の育成に寄与することを目指します。 

 

２ 実施日時  令和８年１１月１４日（土）９：３０～受付 １０：００～１６：４０（予定） 

 

３ 会場    兵庫県立尼崎小田高等学校（兵庫県尼崎市長洲中通 2-17-46 TEL.06-6488-5335） 

 

４ 主催    兵庫県立尼崎小田高等学校 

 

５ 日程   ９：３０～１０：００  受付         

           １０：００～１０：２０  開会式・挨拶（対面・オンライン） 

      １０：３０～１２：００  研究発表（対面・オンライン）（90分） 

対面発表：ポスターセッション（本校会場） 

オンライン発表：ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ等による画面共有によるスライド発表 

（本校会場でのからのスライド発表もオンライン共有を行います） 

＜１２：２０～１３：００ 昼休み（１２：００～写真、写真後生徒実行委員会打合せ）＞ 

１３：００～１３：４５  事前説明・前提知識の共有（対面・オンライン）（45 分） 

１３：５５～１４：５５  グループディスカッション（対面・オンライン）（60分） 

対面：ボード・ディスカッション 

オンライン：オンラインディスカッション 

１４：５５～１５：２５  教室別発表（対面）（30分） 

１５：３５～１６：０５  全体報告会（対面・オンライン）（30分） 

各グループで出た意見を発表し、共有する。 

１６：１０～１６：２０  閉会式（対面・オンライン） 

（１６：２０～１６：４０  アンケート記入） 

※時間帯・項目などは予定です。状況により変更する可能性があります。 

 

  



６ 発表内容および参加生徒 

   各校で以下の課題研究・活動報告・活動紹介等での発表。参加者はそれに携わっている生徒。 

   ・瀬戸内海、または、広く海や水環境における環境等の地域課題の取組 

・兵庫県における環境（森、川、海、里山、里海、山間部、都市部、防災等）の地域課題の取組や 

 環境に関するテクノロジーの取組 

 

７ 参加予備調査(一次案内)について 

   下記の８の（１）、（２）、（３）のいずれかの発表形態での参加協力をご検討の上、参加予備調査に必

要事項を記入の上、９月３０日（水）までに提出をお願いします。 

研究発表会だけでなく情報交換会としての取組もありますので、研究発表、活動報告、活動紹介等幅

広く受け付けております。参加希望の学校へは後日二次案内を送ります。二次案内による参加名簿提出

の参加票および紙面参加の資料等の提供の締め切りは１０月３０日（金）の予定です。 

 

８ 参加形態について 

下記の（ア）、（イ）、（ウ）のいずれかの発表形態での参加協力をお願いします。 

ポスター発表参加される学校は、できる限り基本来校にてお願いします。 

遠方等で来校できない場合、オンライン参加もご用意しています。 

 

（ア）来校参加の場合  →ポスター発表（ポスターをご用意ください） 

    参加校は、以下の①は１０月３０日（金）までに、②と③は当日までに、ご用意をしてください。 

     ①二次案内の参加申込書に、参加者の名前、発表タイトルと簡単な概要（200 字程度）等を記入

の上、１０月３０日（金）までに提出願いします。 

②ポスター１枚（Ａ０判(900×1200 ミリ)が展示できるボードを用意しています。） 

 ※そのほか展示物を持参するため机が必要などの場合はお伝え下さい。 

③ポスター②のＰＤＦデータ（終了後の報告書の発表要旨集にそのまま掲載します） 

     ・当日にポスター②をご持参いただき、掲示ください。 

・ＰＤＦデータ③は１１月１３日（金）までに送付ください。 

     ・報告書には原則として③のポスターのデータをＡ４（1ページ）で掲載します。なお、文書での

掲載を希望する学校は③の代わりにＡ４（１ページ）の要旨の文書をご提出いただいても結構

です。 

※サミット終了後本校ホームページにもアーカイブとして学校名・タイトルを掲載する予定です。 

※来校の人数について、場合によっては人数調整をお願いする場合もあります。 

 

（イ）オンライン参加の場合  →パワーポイントによる画面共有での発表 

参加校は、以下の①は１０月３０日（金）までに、②は当日、③④は後日提出してください。 

     ①参加申込書に発表タイトルと簡単な概要（200 字程度）を記入の上、１０月３０日（金）まで

に提出願いします。 

②当日、パワーポイント等による画面共有による発表をお願いします。 

③後日、報告書の発表要旨集に掲載できる発表要旨（Ａ４：1ページ、発表のスライドを並べたも

のでも可）を１１月３０日（月）までに提出願います。 

④当日オンラインで参加した生徒・教員用のアンケートを送付します。 

アンケートに回答いただき１１月３０日（月）までにご提出願います。 

 

※オンライン参加につきましては、各校１つのアカウントで入っていただく予定です。 

※午前の発表と午後の研修会やディスカッションの両方に入っていただく予定です。 

※サミット終了後本校ホームページにもアーカイブとして学校名・タイトルを掲載する予定です。 

※オンラインは並行して行われます。ただし、本校のオンライン事情により、希望校が多い場合は

調整させていただく場合があります。その場合は、申し訳ございませんが、対面あるいは紙面発

表での変更でご協力お願いいたします。 

 

（ウ）紙面のみ参加（資料協力）の場合 

    紙面のみの資料協力をしていただける学校も募集しております。当日及び報告書にて他校や専門家



の方に紙面にて見ていただきます。資料は、課題研究・活動報告・活動紹介等（ポスターやスライド

をまとめたものも可）を想定しています（報告書にてＡ４の１ページにしても見える形でお願いしま

す）。１０月３０日（金）までに提出願います。当日ポスター掲示（こちらで印刷します）と報告書に

掲載し、各高校における情報交換共有の資料として活用します。紙面発表（資料協力）参加の場合は、

参加予備調査票をもって参加登録と致します。 

※サミット終了後本校ホームページにもアーカイブとして学校名・タイトルを掲載する予定です。 

 

９ グループディスカッションについて 

  「海と山のつながり」を大テーマとし、環境等の地域課題解決について、様々な地域や校種の高校生で

のディスカッションを行います。 

（１）来校参加校     当日の班分けによるボード・ディスカッションにて行います。 

（２）オンライン参加校  オンラインと本校をむすび、グループディスカッションを行います。 

 

１０ 助言者・来賓について 

    今年度も大学や研究・関係機関の方々にご参加いただき、多数のご助言をいただければと考えてお

ります。助言者・来賓の方々には、午前の研究発表や午後のグループディスカッションにおいて生徒

の活動を見ていただき、ご助言を行っていただく予定です。 

 

１１ 参加校旅費について 

各校負担でお願いします。 

 

 

［連絡先］  兵庫県立尼崎小田高等学校 

〒660-0802 兵庫県尼崎市長洲中通２丁目１７-４６ 

SSH 研究推進部長   平島 拓真  FAX 06-6488-5337    (TEL 06-6488-5335)  

                メールアドレス takuma_hirashima●hyogo-c.ed.jp  

（●を@に変更ください） 

 


